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【名古屋大学】
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【国立環境研究所】
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【国立環境研究所】

【地域適用システムの解析】

全体およびサブテーマ達成目標

◎廃棄物系/震災廃棄物バイオマスをガス化-改質し、生成ガス冷却過程で触媒を活
用して変換し、燃料・化学原料となるCH4・COを高効率に回収するプロセスの開発

●酸素選択透過技術の開発による酸素のガス化工程への低コスト供給
●触媒変換プロセスを多段構成することによるガス変換効率に優れた多様な触媒お
よび触媒担体（触媒系）の開発

●地域における廃棄物系バイオマス利活用システムの解析と適用

高付加価値
ガス回収

アウトカム：

750～
800℃

【埼玉県環境科学国際センター】

【全体システムの設計】 【国立環境研究所】

K-123004 地域エネルギー供給のための廃棄物系バイオマスのガス化/多段触媒変換プロセスの開発


